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会報発刊によせて

　このたび、石川県救助犬協会連合会「会報」が発刊されますことを、お祝

いを申し上げます。会員の皆様方には、日頃から本県の防災行政にご協力

をいただいておりますことに対しまして、厚くお礼申し上げます。

　石川県救助犬協会連合会は、平成１４年１１月に設立され、地域に密着し

地元で活動できる災害救助犬の養成などを行っておられると伺っております

。これまでの活動に心から敬意を表する次第であります。

　さて、我が国の災害救助犬の活動は平成７年に発生した阪神・淡路大震

災の際、倒壊家屋の下敷きとなった被災者の捜索において注目され、また、

平成９年に発生した鹿児島県出水市での土石流災害に際してもその捜索に

おいて被災者を発見するなど、その活躍が再認識されているところでありま

す。

　本県においては、このような万一の災害に備え、県内の優れた災害救助犬

を嘱託犬とする制度を平成９年から設け、災害時における被災者の捜索や

人命救助活動のため、災害救助犬の出動体制の確保に努めているところで

あります。

　会員の皆様方におかれましては、引き続き、被災者の捜索や人命救助活

動に必要な知識や技術の向上に努められ、県民の皆さん方の安全、安心の

確保にご尽力をいただきたいと思っております。

　最後になりましたが、石川県救助犬協会連合会の今後益々のご発展と会

員の皆様方のご健勝、ご活躍を心から祈念申し上げまして、お祝いの言葉と

いたします。

石川県知事　谷本　正憲























　アニマルセラピーの指導士を始めて約半年が経ちます。

松平会長からお話を頂いたときは、驚きと不安でしたが『とにかくやってみよう』と思い指導士の勉強を

始める事にしました。

アニマルセラピーには、動物と触れ合う事を目的とした動物介在活動（アニマル･アシステッド･アクテ

ィビティー）と、医療に携わる有資格者が医療の一つとして綿密な計画に基づいて行う動物介在療法

（アニマル･アシステッド･セラピー）の2つがあります。

平成１５年9月２８日動物介在活動を行うため、吉野谷にある老人福祉施設『大門園』を訪問しました。

参加者は、松井幸子さん＆ドナ、土屋スズ＆私、そして２つのホールにそれぞれ集まって頂いた４０

名程のお年寄りの方々。

私自身、老人施設は訪問したことがなく、お年寄りとどう接して良いのか、わからず戸惑ってしまいま

したが、『こんにちは、スズです』と一人一人に笑顔で声を掛けてゆき、今回の活動が始まりました。

どんどん話しかけてゆき『犬はお好きですか?この子かわいいでしょ』等とスズの事アピールし職員の

方と確認しながら膝にだっこしてもらったりと色々な方法で触れ合って頂きました。

犬が大好きで早く抱っこをしたいという方、犬は見たいが触るのは抵抗ありという方。その中で、犬の

持つパワーが偉大と感じたのが、スズが膝の上で抱っこをされている時、入所者の方の麻痺していた

手が動き始めたのです。この様な機会がないと滅多に自発的に行動を興すということは無いそうです

。この時は、職員の方々も驚きと感動の声をあげていたのを覚えています。私にとってこの訪問がまた

新しい勉強となったこと、そしてこうした機会に恵まれ人と動物の繋がりが発見できて、良い経験となり

ました。

今年3月から野々市町の南ケアハウスにて当協会の活動を

開始します。

この訪問がきっかけとなりアニマルセラピーの事を皆様にご

理解して頂き、活動の輪が広がっていく様、がんばりたいと

思います。　　　

　今後とも宜しくお願い致します。




